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特別損失および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 11 月 24 日に公表した平成 19 年３月中間

期（平成 18年 10 月１日～平成 19 年３月 31 日）及び平成 19 年９月期（平成 18 年 10 月１日～

平成 19 年９月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 
1． 平成 19 年３月中間期業績予想の修正（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（１）連結業績予想 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 3,642 54 48 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 3,977 △347 △796 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 335 △401 △968 

増 減 率 （％） 9.2 - - 

（ご参考） 

前期（平成 18 年３月中間期）実績
4,864 △83 △770 

 
（２）個別業績予想 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 2,052 35 35 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,301 △166 △898 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 249 △201 △933 

増 減 率 （％） 12.2 - - 

（ご参考） 

前期（平成 18 年３月中間期）実績
1,384 △158 △153 

 
 



 
２．平成 19 年９月期連結業績予想の修正（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（１）連結業績予想 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 8,190 201 172 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 8,719 △350 △799 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 529 △551 △971 

増 減 率 （％） 6.5 - - 

（ご参考） 

前期（平成 18 年９月期）実績 
10,944 △271 △966 

 
（２）個別業績予想 

（単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 4,680 115 115 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,331 △153 △885 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 651 △268 △1,000 

増 減 率 （％） 13.9 - - 

（ご参考） 

前期（平成 18 年９月期）実績 
3,955 △402 △887 

 
３．特別損失の計上および修正の理由 

平成 19 年３月中間期（連結・個別）に関し、売上高につきましては販路拡大、「カリス

マ豆富」シリーズ等新商品の相次ぐ市場投入等の要因から、連結業績におきましては 9.2%、

個別業績につきましては 12.2%、計画を上回る見込みであります。しかしながら一方で、

小売事業における店舗数の減少等による既存販売商品構成の変化、また、当期においては、

上記の新商品の導入と販売活動の拡大と並行し、製造現場において生産体制の整備と効率

化を進めてまいりましたが、こうした変化への対応に遅れが生じたこと、等が粗利率の低

下を招き、これらのことが主要因となり、経常利益の減少となりました。 

また、特別損失に関しましては、連結子会社である（株）ドナテロウズジャパン、(株)

大秦において、当初の計画と実際の事業の進捗度合いに乖離が生じ、その結果、個別業績

につきましては、当社において保有する当該連結子会社株式、有価証券につき、562 百万

円の投資有価証券評価損を、また連結業績につきましては、両社に係るのれんにつき 497

百万円を減損損失として計上することといたしました。また、当社において、上記両社及

び取引先等に対する貸付金、売掛金等に対して 87 百万円の貸倒引当金を新規に設定するこ

とといたしました。これらを主要因とし、今第１四半期までの計上分と合わせ、連結業績

において 812 百万円、個別業績において 855 百万円を特別損失としてそれぞれ計上するこ

とといたしました。 

これらが主な要因となり、当期純利益の減少となりました。 

平成 19 年９月期（連結、個別）に関しましては、引き続き既存業態の効率化を図り売上

高の拡大を目指すと同時に、平成 19 年３月 31 日付で事業を譲受けました飯村商事との統



合も含め生産体制の整備を進め、また、関連会社につきましても、事業計画の大幅な見直

しを実施し、もって利益体質の強化を図っていく所存であります。 

以上より、平成 19 年９月期（連結、個別）の業績予想につきましては、上記数値のとお

りとさせていただきます。 

 

  以 上 


